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◆性暴力被害者支援の取組―民間団体「性暴力被害者支援センター・ひょうご」との連携提案
◆放置自転車対策における社会実験の提案
◆市役所本庁舎内でもシティプロモーションを
◆まちづくりや公共施設等運営のための人材育成を／生涯
学習情報誌「あまナビ」の評価
◆ユニバーサル施設をめざす本庁舎に
◆市職員の研修と女性の登用
◆教育環境―市長・教育長キャラバン（市内６箇所での
ワークショップ）の評価、エアコン設置後の夏休み短縮等
◆危機管理―本庁舎防災訓練の課題、緊張感はあるか
◆「市報あまがさき」―「市民のひろば」の扱い、編集に市民参画を

すだ　和　プロフィール
79年大阪外国語大学（現大阪大学外国語学
部）インドネシア語学科卒、商社勤務、２児
の母親の視点で子育てに優しいまちづくり
を目指す活動を大阪で展開。三田市、兵庫
県の女性センター専門職を経て、04年7月
から民営化された尼崎市女性センター所長
（～09年３月）。09年市議初当選。現在
２期目／文教委員。

3月発行
すだ和へのアクセス
議会「緑のかけはし」議員室　０６－６４８９－６９５０
須田和とわくわくねっと　Tel/Fax ０６－６４３８－０２４２
ブログ：ニュースバックナンバーや動画も→http://suda-mutsumi.com/
市議すだ和のオフィシャルfacebook→https://www.facebook.com/sudamutsumi
須田和個人の日記facebook→https://www.facebook.com/mutsumi.suda.7

　2016年、100周年を迎える尼崎市。
　市民のみなさん、その代表である議員、そして、市役所職員がしっかりと力
を合わせ、議論し、課題を解決し、まちのイメージアップにつなげるチャンス
です。
　そのために市民のみなさんの想いを市政につなげ、しっかりと施策提案して
いく市議でありたいと思う、すだ　和です。

2015
（平成27）年

26年度議会での一般質問に取り上げた課題

講演会「ひとを育てる
 ～楽しくわかりやすい教育心理学」
講　師 前 尼崎市教育委員長 
  現 尼崎市総合文化センター理事長

人間塾主宰 　仲野好重
と　き　4月8日(水) 18:30～20:00
ところ　女性センター・トレピエ 視聴覚室

参加費無料、 ※一時保育あり(有料)

event

民間団体「性暴力被害者支援センター・ひょうご」との連携提案

「市民のひろば」の扱い、編集に市民参画を
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● 兵庫県議会議員丸尾まきさんとも連携。「ほう
れん草通信」配布を手伝いました。

●歩行者信号のない交差点で
の見守り。

● 稲村和美尼崎市長、尼崎市在住の落家露の
 まるこ

　団姫さんを招いた「女性がつくる未来とまち」
トークのコーディネーターを務める。

◆一般質問の登壇、初当選の初定例会
（2009年9月から）すべての一般
質問に登壇

◆2013年6月施行の市議選。選挙公
費を使った全立候補者（当選者・落
選者とも計）の中で、もっとも少な
い公費申請額

わたくしごとですが
2014年９月、広島県竹原市在住であった母が永眠しました。享年
91歳です。議員が私事でみなさんを煩わすことがないようにと、
常々申しておりましたので、お知らせもせず、公務は休まず、見送
り、供養をいたしました。戦争で学ぶことができなかったからこそ、
子どもには何をおいても学んでほしいという姿勢で私を育ててく
れました。近隣の方々の温かい見守りをしていただいていたから
こその「老衰」での最期、父とともに、「これからは尼崎のみなさん
を家族と思いがんばれ」と見守ってくれていることと思い、いっそ
うしっかりと役目を務めます。

すだ和の自己評価

予算特別委員会分科会　第１分科会
で会長を務めました。

　議員になって６年目、12人の分科会員（議員）
の質疑、答弁する当局幹部の答弁のやりとりは会
長の指名によって進みます。時間管理や答弁もれ
がないか、資料請求の確認等々･･･初会長への他
会派議員のみなさんのご協力、議会事務局担当職
員とのチームワークやので支障なく閉会できまし
た。分科会報告は、登壇し、質疑された項目を列挙
していく約８分程度の読み上げるもので、こちら
も一般質問と大きく違い緊張するものでした。

被災地支援のカウンターパート、気仙沼市へ、尼
崎市への支援を継続しています。
　１年を超える長期派遣の職員も現在４名。菅原
茂気仙沼市長の言葉を借りると「真の復興はこれ
から」という大事な時期に、尼崎市職員は、ノウハ
ウを生かして懸命に尽力されています。支援する
ことは、また、気仙沼、尼崎を民間どうしのつなが
りも継続されています。すだ和も今年６度目の訪
問をする予定です。被災地へすべて自費で行って
おり、政務活動費は使っていません。

活動報告
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